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人のうごき（平成18年9月30日現在）／人口  2,947人（－5） 男 1,431人（－1） 女 1,516人（－4）・世帯数 916（＋2）

村長所信表明………2　　村の会計………6　　１０月から医療制度が変わりました………１０主な内容

覆工完了延長
（平成18年10月1日現在）

503m

IP電話番号
村役場代表
議会事務局
教育委員会
社会福祉協議会

5000～5004
5005
5006
5007

尾境地区 井開地区

寺谷地区 日ノ浦地区 一ノ瀬地区

１０月２９日（日）
第２２回国民文化祭とくしま２００７“健康と食生活の集い”
佐那河内村プレイベント開催！！ 

※覆工とは、トンネル工事の仕上げ作業です。
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9
月
定
例
会

　
国
の
２
０
０
６
年
骨
太
方
針
に
示
す

構
造
改
革
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
く
、

地
方
自
治
法
改
正
、
道
州
制
の
検
討
、

市
町
村
合
併
の
推
進
、
地
方
分
権
推
進

一
括
法
の
制
定
、
地
方
交
付
税
制
度
改

革
、
医
療
制
度
改
革
、
概
ね
３０
万
人
規

模
を
目
標
と
す
る
消
防
の
広
域
化
、
新

農
業
経
営
安
定
対
策
な
ど
変
革
の
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
１８
年
に
は
国
民
文
化

祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
平
成
１９
年
に

は
、
「
健
康
と
食
生
活
の
集
い
」
と
題

し
て
本
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
２０
年
、
新
府
能
ト
ン
ネ
ル
開
通
、

全
長
５
０
０
０
ｍ
の
府
能
バ
イ
パ
ス
完

成
。
同
年
、
大
型
風
力
発
電
設
備
完
成
。

平
成
２１
年
に
は
、
村
政
１
２
０
年
を
迎

え
る
こ
と
な
ど
、
人
・
物
・
情
報
の
発

信
・
交
流
を
通
じ
て
農
産
物
の
販
売
促

進
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
第
４
次
村
振
興

基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、

行
財
政
改
革
で
は
、
前
期
４
年
の
改
革

の
成
果
と
し
て
特
に
人
員
削
減
、
人
件

費
の
削
減
効
果
と
し
て
、
平
成
１４
年
か

ら
約
９
０
０
０
万
円
の
減
。
経
常
収
支

比
率
も
９０
％
を
わ
ず
か
に
割
り
、
さ
ら

に
税
の
徴
収
率
も
９９
・
４
％
の
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
平
成
１７
年
度

末
に
策
定
し
た
行
財
政
改
革
集
中
プ
ラ

ン
の
各
項
目
に
つ
い
て
さ
ら
に
進
め
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政
の
健
全

化
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
中
核
都
市
を
め
ざ
す
徳
島
市
と
の
合

　
併
問
題

　
現
在
徳
島
市
と
近
隣
９
市
町
村
と
で
、

東
部
地
域
市
町
村
長
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
村
と
し
て
、
①
大
規
模
災

害
時
の
近
隣
市
町
村
の
応
援
体
制
の
申

し
合
わ
せ
。
②
広
域
消
防
・
救
急
の
問

題
。
③
国
道
４
３
８
号
上
八
万
工
区
、

花
房
一
ノ
瀬
改
良
促
進
。
④
主
要
地
方

道
小
松
島
佐
那
河
内
線
大
久
保
峠
改
良

促
進
の
４
点
が
、
広
域
行
政
推
進
の
重

要
事
項
で
あ
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

◎
農
業
の
元
気
は
村
の
元
気

　
農
業
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
方
々
に
、
①
ブ
ラ
ン
ド
農
作
物
推

進
事
業
②
す
だ
ち
販
売
促
進
③
か
ん
き

つ
園
地
特
別
対
策
事
業
④
鳥
獣
害
対
策

事
業
⑤
農
林
産
物
販
売
促
進
事
業
な
ど

を
進
め
ま
す
。

◎
元
気
で
長
生
き
健
康
づ
く
り

　
①
県
下
で
初
め
て
、
乳
幼
児
等
医
療

費
無
料
化
の
拡
大
９
歳
未
満
児
ま
で
と
、

所
得
制
限
の
廃
止
②
保
育
所
・
学
童
保

育
体
制
の
整
備
③
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
事
業
の
実
施
④
村
民
皆
健
診
の
推

進
（
平
成
２０
年
か
ら
４０
歳
以
上
は
義
務

化
さ
れ
ま
す
）
⑤
健
康
講
座
の
開
講
な

ど
を
進
め
ま
す
。

◎
教
育
の
振
興

　
①
小
中
学
校
耐
震
化
改
築
の
検
討
②

村
単
独
事
業
に
よ
る
教
員
の
採
用
③
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
採
用
し
、

保
育
所
、
小
中
学
校
、
社
会
教
育
の
場

に
お
い
て
の
英
語
教
育
推
進
④
小
学
生

海
外
交
流
事
業
の
支
援
⑤
学
校
教
育
、

社
会
教
育
の
振
興
を
図
り
、
生
涯
教
育

を
実
現
し
ま
す
。

◎
環
境
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り

　
①
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
成
果

を
上
げ
て
い
る
、
ご
み
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

分
別
収
集
の
徹
底
②
大
型
風
力
発
電
施

設
の
誘
致
③
簡
易
水
道
渇
水
対
策
④
合

併
浄
化
槽
推
進
。
集
落
排
水
事
業
維
持

管
理
の
検
討
⑤
水
資
源
の
利
活
用
を
進

め
ま
す
。

◎
「
安
全
に
早
く
」
の
道
路
整
備

　
財
政
の
厳
し
い
時
勢
で
す
が
、
国
道

４
３
８
号
を
は
じ
め
、
県
道
、
村
農
道

の
改
良
促
進
と
維
持
・
修
繕
を
進
め
、

消
防
・
救
急
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
車
の
通

行
不
能
区
間
の
解
消
に
努
め
ま
す
。
併

せ
て
安
全
の
た
め
の
通
学
路
を
は
じ
め

と
す
る
道
路
照
明
・
街
路
灯
の
整
備
も

進
め
ま
す
。

◎
県
下
で
遅
れ
て
い
る
国
土
調
査
法
に

　
基
づ
く
、
地
籍
調
査
事
業
の
推
進

　　
当
面
厳
し
い
行
財
政
の
状
況
の
中
で
、

健
全
財
政
を
確
保
し
つ
つ
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
役
割
分
担
を
図
り
な
が
ら
、

村
議
会
、
村
民
皆
様
と
と
も
に
、
村
発

展
の
た
め
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
・
・
・

さ
い
ご
に
・
・
・
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平
成
１８
年
佐
那
河
内
村
議
会
9
月
定
例
会
は
9
月
１３
日
開
会
さ
れ
、平
成

１７
年
度
一
般
会
計
、各
特
別
会
計
決
算
認
定
6
件
、補
正
予
算
案
3
件
、条
例
案

5
件
、人
事
案
1
件
、議
員
提
出
議
案
1
件
の
審
議
を
行
い
、い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
、9
月
２０
日
閉
会
し
ま
し
た
。

決
算
認
定

条
例
の
改
正

人
事
案

議
員
提
出
議
案

補
正
予
算
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質
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第
４０
号
か
ら
４５
号

①
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

②
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内
村
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

③
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内
村
簡
易
水

道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

④
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内
村
老
人
保

健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

⑤
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内
村
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

⑥
平
成
１７
年
度
佐
那
河
内
村
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

議
案
第
４６
号
　
平
成
１８
年
度
佐
那
河

内
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
６
７
万

２
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
２２
億
３
７
２
４
万
２

０
０
０
円
と
し
た
。

　
中
学
校
特
別
教
室
・
給
食
セ
ン
タ

ー
の
耐
力
度
調
査
費
・
村
道
補
修
工

事
費
な
ど
を
追
加
し
た
も
の
。

議
案
第
４７
号
　
平
成
１８
年
度
佐
那
河

内
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
１
０
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
３
億
６
２
０
０
万
円
と
し
た
。

　
制
度
新
設
に
伴
う
保
険
財
政
共
同

安
定
化
事
業
及
び
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
関
係
費
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
４８
号
　
平
成
１８
年
度
佐
那
河

内
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５５
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3

億
６
２
１
６
万
円
と
し
た
。

　
地
域
支
援
事
業
費
な
ど
の
増
に
よ

る
も
の
。

　議
案
第
４９
号
　
佐
那
河
内
村
重
度
心

身
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
・
国
民
健
康
保
険
法

な
ど
の
制
度
改
正
並
び
に
母
子
及
び

寡
婦
福
祉
法
な
ど
の
制
度
改
正
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

議
案
第
５０
号
　
佐
那
河
内
村
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
少
子
化
支
援
と
し
て
、
対
象
者
の

所
得
制
限
を
廃
止
す
る
も
の
。

議
案
第
５１
号
　
佐
那
河
内
村
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
健
康
保
険
法
な
ど
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
７０
歳
以

上
の
者
で
現
役
並
所
得
者
の
一
部
負

担
金
の
一
割
引
き
上
げ
及
び
出
産
育

児
一
時
金
を
5
万
円
引
き
上
げ
る
も
の
。

議
案
第
５２
号
　
佐
那
河
内
村
国
民
保

護
協
議
会
条
例

　
国
民
保
護
法
第
４０
条
第
8
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
５３
号
　
佐
那
河
内
村
国
民
保

護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対

策
本
部
条
例

　
国
民
保
護
法
第
３１
条
及
び
１
８
３

条
に
お
い
て
法
第
３１
条
を
準
用
す
る

規
定
に
基
づ
き
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　議
案
第
５４
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
森
本
　
價
氏
の
再
任
に
同
意
し
た

も
の
。

第
２
号
　
道
路
整
備
の
促
進
と
道
路

財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
に
つ

い
て

　
国
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
か
か
る
揮
発

油
税
な
ど
道
路
整
備
に
充
て
る
道
路

特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
の
具
体
案

を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
道

路
特
定
財
源
は
道
路
整
備
に
充
当
し
、

さ
ら
に
整
備
の
遅
れ
て
い
る
地
方
へ

の
予
算
の
重
点
配
分
を
図
る
よ
う
国

へ
要
望
す
る
も
の
。
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光
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税
制
改
正
に
つ
い
て
、村
民
税
課
税

　
　
納
税
者
は
ど
れ
だ
け
増
加
し
た
か
。

　
　
１
３
３
人
が
経
過
措
置
適
用
者
と

　
　
な
っ
て
お
り
、
１８
、
１９
、
２０
年
の

3
カ
年
間
で
段
階
的
に
本
来
の
税
額
に

調
整
さ
れ
る
。

　
　
現
在
整
備
さ
れ
て
い
る
村
の
情
報

　
　
化
施
設
を
今
後
ど
う
発
展
さ
せ
て

い
く
の
か
。

　
　
ま
ず
は
、
情
報
化
施
設
の
３
つ
の

　
　
目
的
で
あ
る
テ
レ
ビ
放
送
デ
ジ
タ

ル
化
対
応
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
、
無
料
Ｉ
Ｐ
電
話
の
完
成
。
今
後
経

費
の
問
題
も
含
め
て
、
高
齢
者
の
安
否

確
認
へ
の
活
用
、災
害
時
の
道
路
情
報
、

河
川
情
報
の
提
供
な
ど
検
討
し
た
い
。

　
　
地
籍
調
査
に
つ
い
て

　
　
①
２０
年
で
完
了
予
定
だ
と
聞
い
て

　
　
　
い
る
が
、
不
可
能
で
は
。

②
一
ノ
瀬
で
国
道
改
良
の
調
査
が
中
止

　
の
状
況
で
大
丈
夫
な
の
か
。

③
調
査
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
ど
の
よ

　
う
に
周
知
徹
底
し
て
い
く
の
か
。

④
職
員
一
人
体
制
で
は
無
理
が
あ
る
の

　
で
は
。

　
　
①
県
の
平
成
１２
年
か
ら
の
１０
カ
年

　
　
　
計
画
に
基
づ
き
２０
年
で
完
成
を

　
一
つ
の
め
ど
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

　
は
非
常
に
流
動
的
で
あ
る
と
考
え
て

　
い
る
。

②
山
林
な
ど
法
務
局
の
図
面
と
所
有
者

　
の
境
界
が
合
致
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

　
台
帳
上
の
面
積
と
現
況
が
大
き
く
違

　
う
と
い
っ
た
問
題
は
あ
る
が
、
地
元

　
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

③
広
報
誌
や
、
各
種
会
合
を
通
じ
て
ま

　
た
、
推
進
協
議
会
を
設
け
て
、
情
報

　
を
さ
ら
に
発
信
し
、
制
度
・
趣
旨
・

　
効
果
あ
る
い
は
経
費
と
の
問
題
も
含

　
め
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

④
現
在
は
１
人
で
対
応
し
て
い
る
が
、

　
今
後
の
予
算
の
配
当
状
況
・
事
業
量

　
な
ど
を
見
な
が
ら
順
次
対
応
し
て
い

　
き
た
い
。

　
　
改
正
が
議
論
さ
れ
て
い
る
教
育
基

　
　
本
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
将
来
に
向
か
っ
て
新
し
い
時
代
の

　
　
教
育
の
目
標
を
も
う
一
度
考
え
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
国
会
で
審

議
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
十
分

注
目
し
て
い
き
た
い
。

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
実
施
に
際

　
　
し
、
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　
　
す
で
に
策
定
し
て
い
る
障
害
者
計

　
　
画
も
現
在
見
直
し
て
お
り
、
近
く

策
定
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
こ
の
支
援

法
等
に
関
連
す
る
制
度
の
見
直
し
な
ど

に
つ
い
て
今
年
度
中
に
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
　
小
中
学
校
校
舎
等
改
築
推
進
委
員

　
　
会
の
１８
年
度
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
昨
年
度
の
協
議
で
は
、
併
設
か
単

　
　
独
か
合
築
か
で
結
論
が
出
て
お
ら

ず
、委
員
会
の
中
か
ら
も
、違
っ
た
視
線

か
ら
検
討
で
き
る
委
員
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
も
あ
り
、
１８
年
度
に
つ

い
て
は
、委
員
を
一
部
再
編
成
し
、学
校

と
社
会
教
育
施
設
の
併
設
も
視
野
に
入

れ
て
、
先
進
地
の
視
察
も
行
い
な
が
ら

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、ま
だ

耐
力
度
調
査
が
未
実
施
の
給
食
セ
ン
タ

ー
、中
学
校
特
別
教
室
に
つ
い
て
も
今

後
調
査
を
進
め
る
た
め
、今
回
補
正
予

算
に
調
査
費
を
提
案
し
て
い
る
。

　　
　
新
府
能
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
処
理
に

　
　
つ
い
て

①
埋
立
高
の
変
更
に
つ
い
て

②
完
成
後
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

　
　
①
平
成
１２
年
度
に
標
高
１
５
５
ｍ

　
　
　
と
し
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
現

　
在
も
そ
の
計
画
通
り
に
事
業
が
進
め

　
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

　
再
度
県
の
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
詳

　
細
を
確
認
し
た
い
。

②
仮
称
と
し
て
中
尾
谷
公
園
整
備
事
業

　
と
い
う
形
で
、
平
成
11
年
度
に
県
と

　
協
議
し
、
事
業
認
定
さ
れ
て
お
り
、

　
そ
の
施
設
整
備
は
、
多
目
的
広
場
７

　
０
０
�
、
遊
戯
施
設
、
芝
生
広
場
、

　
駐
車
場
。
関
連
施
設
と
し
て
、
ト
イ

　
レ
、
照
明
灯
、
樹
木
の
植
栽
等
を
整

　
備
す
る
と
い
っ
た
内
容
。
ま
た
、地

　
震
、
台
風
、
災
害
な
ど
の
緊
急
ヘ
リ

　
ポ
ー
ト
基
地
と
し
て
利
用
で
き
な
い

　
か
と
考
え
て
い
る
。

　　
　
平
成
１７
年
度
の
決
算
審
査
で
主
要

　
　
財
政
指
標
の
中
に
、
実
質
公
債
比

率
が
加
え
ら
れ
、
本
村
は
２０
・
３
％
と

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
財

政
運
営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。
ま
た
、
小
中
学
校
改
築
等
今

後
の
事
業
計
画
に
お
け
る
影
響
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。



sanagochi

議
会
だ
よ
り

西
岡
　
三
男
　議
員

質答答

答答

答 質質質質

質質質質

質

質質

質 質

質

質

村
議
会
全
員
協
議
会
〈
農
振
Ｃ
〉（
仁
羽
議
長
他
９
人
）

佐
中
清
流
祭
〈
佐
中
体
育
館
〉（
仁
羽
、
尾
山
正
副
議
長
、
松
長
文

教
厚
生
委
員
長
）

平
成
１８
年
第
３
回
村
議
会
定
例
会
開
会
〈
会
期
を
２２
日
ま
で
の
１１
日

間
と
決
め
、
佐
藤
議
員
の
辞
職
願
を
１１
日
付
で
許
可
の
報
告
、
議
案

の
上
程
並
び
に
決
算
報
告
、
議
案
審
議
及
び
平
成
１７
年
度
決
算
審
査

を
実
施
〉（
全
議
員
）

平
成
１８
年
第
３
回
村
議
会
定
例
会
（
２
日
目
）〈
決
算
書
類
審
査
〉

（
全
議
員
）

平
成
１８
年
第
３
回
村
議
会
定
例
会
（
３
日
目
）〈
決
算
書
類
審
査
〉

（
全
議
員
）

健
祥
会
ハ
イ
ジ
敬
老
会
〈
健
祥
会
ハ
イ
ジ
〉（
仁
羽
議
長
、
松
長
文

教
厚
生
委
員
長
）

佐
小
秋
季
運
動
会
〈
佐
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉（
仁
羽
、
尾
山
正
副
議
長
、

松
長
文
教
厚
生
委
員
長
）

名
東
郡
自
治
協
会
理
事
会
〈
徳
島
市
〉（
白
木
理
事
）

平
成
１８
年
第
３
回
村
議
会
定
例
会
（
最
終
日
）〈
一
般
質
問
、
議
員

提
出
議
案
の
上
程
、
付
議
案
件
を
表
決
し
閉
会
〉（
全
議
員
）

９
月
分
例
月
出
納
検
査
〈
役
場
〉（
西
川
、
中
野
監
査
委
員
）

村
農
業
委
員
会
総
会
〈
農
振
Ｃ
〉（
長
尾
農
業
委
員
）

４
日

９
日

１２
日

　　１３
日

１４
日

１５
日

１７
日

１９
日

２０
日

２６
日

２９
日 行

事
出
席
報
告
　
9
月

　
　
　
　〈
場
所
〉（
出
席
者
）

　
　
今
す
ぐ
村
の
予
算
、
事
業
執
行
に

　
　
影
響
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
少
子
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て

　
　
①
本
年
度
の
村
内
で
の
出
生
数
の

　
予
測
に
つ
い
て

②
今
後
の
少
子
高
齢
化
対
策
の
取
り
組

　
み
に
つ
い
て
　

　
　
①
１４
人
程
度
だ
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
②
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
今

　
ま
で
支
援
し
て
き
た
出
産
祝
い
金
制

　
度
。
保
育
所
の
児
童
受
け
入
れ
体
制

　
の
整
備
。
９
歳
未
満
児
ま
で
乳
幼
児

　
等
医
療
費
無
料
化
と
所
得
制
限
の
廃

　
止
。
学
童
保
育
の
継
続
、
保
育
所
並

　
び
に
児
童
生
徒
の
通
学
バ
ス
の
補
助

　
の
継
続
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を

　
講
じ
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

　
を
応
援
し
な
が
ら
、住
み
や
す
い
環

　
境
、条
件
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

　
と
考
え
て
い
る
。

　
　
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　
　
①
平
成
１９
年
度
の
事
業
着
工
の
可

　
能
性
は
。

②
事
業
推
進
計
画
等
が
で
き
あ
が
っ
て

　
い
れ
ば
伺
い
た
い
。

　
　
①
１９
年
度
に
新
規
採
択
さ
れ
る
よ

　
　
　
う
、
県
と
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

③
事
業
推
進
と
し
て
は
、
ま
ず
村
の
重

　
要
課
題
で
あ
る
一
ノ
瀬
地
区
の
国
道

　
改
良
促
進
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
基

　
盤
整
備
と
し
て
一
ノ
瀬
地
区
か
ら
進

　
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
　
今
議
会
に
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

　
　
に
つ
い
て
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

条
例
が
上
程
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

児
童
手
当
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
を
撤

廃
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
、
県
に
お
い
て
も
、
児
童
手
当

　
　
の
所
得
制
限
の
撤
廃
に
つ
い
て
は

議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
背
景
も
含

め
、
少
し
時
間
を
い
た
だ
い
て
検
討
し

た
い
。

　
　
地
籍
調
査
に
つ
い
て

　
　
①
6
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
調

　
査
意
欲
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
村
は
取

　
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど

　
う
い
う
意
味
か
。

②
固
定
資
産
税
の
賦
課
に
つ
い
て
、
ま

　
た
、
地
籍
調
査
事
業
の
目
的
に
つ
い

　
て
十
分
な
資
料
を
揃
え
て
、
早
急
に

　
村
民
に
説
明
す
べ
き
で
は
。

　
　
①
意
欲
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
と
い

　
　
　
う
の
は
、
地
籍
調
査
を
進
め
る

　
に
当
た
っ
て
、
1
番
の
問
題
は
土
地

　
所
有
者
の
理
解
、境
界
の
立
ち
会
い
、

　
確
定
で
あ
り
そ
の
基
本
的
な
と
こ
ろ

　
が
整
っ
て
い
る
地
域
、
ま
た
、
行
政

　
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
地
域
な
ど
、

　
い
ろ
い
ろ
な
要
素
や
条
件
が
整
う
地

　
域
の
意
味
で
あ
る
。

②
固
定
資
産
税
の
賦
課
に
つ
い
て
は
、

　
早
い
時
期
に
議
会
と
協
議
し
た
い
と

　
考
え
て
い
る
。
ま
た
地
籍
調
査
事
業

　
に
つ
い
て
も
、
わ
か
り
や
す
い
資
料

　
を
提
示
し
理
解
を
求
め
た
い
。



村　債
12.8％

3億6,315万円

県支出金
19.5％

5億5,235万円

地方消費税交付金
0.8％ 2,169万円

繰越金 3.9％
1億1,120万円

村税 5.7％
1億6,177万円

分担金及び負担金
0.8％  2,140万円

財産収入  0.4％  1,046万円

諸収入  0.2％  634万円

使用料及び手数料
0.2％ 707万円

地方譲与税 2.6％
7,243万円

交通安全対策特別交付金
  0.0％ 67万円

自動車取得交付金
0.8％ 2,252万円

地方特例交付金
0.2％ 533万円

利子割交付金
0.1％ 184万円

国庫支出金 6.7％ 1億8,957万円

配当割交付金 0.0％
58万円
株式等譲渡所得割交付金
0.0％ 111万円

地方交付税
45.3％

12億8,116万円

繰入金 0.0％
7万円

農林水産費 公　債　費 総　務　費民　生　費 衛　生　費

教　育　費 その他の経費 議　会　費 消　防　費

240,806円 166,537円 76,767円109,738円 67,768円

43,990円 30,260円 17,039円 10,601円

※平成１７年１０月1日現在人口３,００８人で計算しています。

土　木　費

51,877円

 災害復旧費

92,909円

歳    入    総    額　　　        Ａ

歳 出    総    額                   Ｂ

歳入歳出差引額（Ａ－Ｂ）  Ｃ

翌年度へ繰り越すべき財源  Ｄ

実質収支額（Ｃ－Ｄ）

28億3,071万円

27億6,719万円

 6,352万円

1,011万円

5,341万円

6,061万円

7,842万円

817万円

902万円

15,622万円

村　民　税

固定資産税

軽自動車税

村たばこ税

計

5,922万円

8,637万円

824万円

784万円

16,177万円

△2.3

　10.1

0.9

△12.0

3.6

区　　分 平成16決算 平成17決算 前年度比較

決算収支の概況

村 税 の 内 訳

平成17年度　村民一人当たりの納めた村税は53,781円
平成17年度　村民一人当たりに使われたお金は総額919,943円

歳入　28億3,071万円

商　工　費

11,651円

　住み心地の良さを実感できる佐那河内をめざして、農業の振興、生活環境の整備、健康、豊かな福祉等を
重点に運用してきました。

自主財源自主財源自主財源自主財源自主財源自主財源自主財源自主財源自主財源自主財源
11.2111.2111.211.211.211.211.211.2211.2211.2％％％％％％％％％％％％％％％％

依存財源
88.8％

sanagochi



農林水産業費
26.2％

7億2,435万円

土木費
5.6％ 1億5,605万円

災害復旧費
10.1％
2億7,947万円

諸支出金  3.3％
9,102万円

教育費  4.8％
1億3,232万円

衛生費 7.4％
2億385万円

消防費 1.2％ 3,189万円

議会費 1.8％ 5,125万円商工費 1.3％ 3,504万円

公債費
18.1％
5億94万円

総務費  8.3％
2億3,092万円

民生費
11.9％

3億3,009万円

平成17年度

性質別歳出の状況

特別会計決算

人　　件　　費

扶　　助　　費

公　　債　　費

普通建設事業費

災害復旧事業費

物　　件　　費

維 持 補 修 費

補　助　費　等

積　　立　　金

投資及び出資金

貸　　付　　金

繰　　出　　金

10億9,204万円

4億9,538万円

9,557万円

5億　109万円

9億8,333万円

7億1,811万円

2億6,522万円

6億9,182万円

1億6,532万円

1,864万円

1億4,575万円

9,099万円

3万円

30万円

2億7,079万円

27億6,719万円

39.4％

17.9％

3.4％

18.1％

35.5％

25.9％

9.6％

25.1％

6.0％

0.7％

5.3％

3.3％

0.0％

0.0％

9.8％

100.0％歳 　 出 　 合 　 計

そ　　　の　　　他

投　資　的　経　費

区　　　分

義　務　的　経　費

決　算　額 構成比

区　　　分

国民健康保険事業

簡 易 水 道

老 人 保 健

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

計

歳　　　入

3億5,197万円

2億3,694万円

4億9,745万円

1億8,703万円

3億1,752万円

15億9,091万円

3億2,939万円

2億3,545万円

4億9,168万円

1億8,382万円

3億 796万円

15億4,830万円

2,258万円

149万円

577万円

321万円

956万円

4,261万円

歳　　　出 差 引 残 高

歳出　27億6,719万円

　
平
成
１７
年
度
決
算
は
、歳
入

２８
億
３
０
７
１
万
円（
前
年
度

に
対
し
、３
・
４
％
減
）、歳
出
２７

億
６
７
１
９
万
円（
前
年
度
に

対
し
、１
・
８
％
減
）と
な
り
、歳

入
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
下
回

り
ま
し
た
。

歳
　
入

　
村
税
、財
産
収
入
な
ど
の
自

主
財
源
が
全
体
の
１１
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
残
り
は
国
や

県
の
補
助
金
、
村
債（
村
の
借

金
）な
どど
の
依
存
財
源
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
　
出出

　
科
目目
別
、性
質
別
歳
出

決
算
総総
額
は
、次
の
と
お
り

と
な
っ
てて
い
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計

sanagochi
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徳
島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会

〜
徳
島
東
部

〜
徳
島
東
部
１０
首
長
初
会
合
開
催
〜

首
長
初
会
合
開
催
〜

〜
徳
島
東
部
１０
首
長
初
会
合
開
催
〜

　
徳
島
市
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

徳
島
市
と
近
隣（
小
松
島
市
、
勝

浦
町
、上
勝
町
、
佐
那
河
内
村
、

神
山
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
、
藍

住
町
）
の
市
町
村
長
が
共
通
す
る

行
政
課
題
や
広
域
化
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
徳
島
東

部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
」
の
初

会
合
が
７
月
２７
日
徳
島
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

○
目
　
的

　
こ
の
懇
話
会
は
、
地
方
分
権
の

進
展
や
道
州
制
の
本
格
的
な
議
論

を
踏
ま
え
、お
互
い
共
通
す
る
行

政
課
題
、広
域
行
政
へ
の
取
り
組

み
、
今
後
の
徳
島
東
部
地
域
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
会
合
に
は
、
全
市
町
村

長
が
出
席
し
、
座
長
を
原
徳
島
市

長
に
決
め
た
後
、
討
議
を
行
い
ま
し

た
。

○
各
市
町
村
か
ら
の
行
政
課
題
を
取

　
り
ま
と
め
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ

　
ま
し
た
。
取
り
ま
と
め
項
目
（
１０

　
項
目
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て

②
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

③
消
防
・
救
急
・
医
療
に
つ
い
て

④
生
活
基
盤
整
備
（
上
下
水
道
・
道

　
路
・
農
道
・
情
報
基
盤
）
に
つ
い

　
て

⑤
地
震
防
災
対
策
に
つ
い
て

⑥
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

⑦
地
域
産
業
・
経
済
・
観
光
行
政
に

　
つ
い
て

⑧
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

⑨
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

⑩
そ
の
他
の
課
題
等
に
つ
い
て

そ
の
後
、
各
首
長
が
意
見
を
述
べ
、

①
救
急
救
命
体
制
の
整
備
や
消
防
広

　
域
化
の
必
要
性

②
大
規
模
災
害
時
の
応
援
体
制

③
老
朽
化
施
設
の
建
て
替
え
を
は
じ

　
め
と
す
る
ゴ
ミ
処
理
問
題
　

な
ど
共
通
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
解
消
に
向
け
「
広

域
で
で
き
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
早

く
進
め
た
い
」
な
ど
広
域
行
政
推
進

に
向
け
、
積
極
的
な
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

○
今
後
の
進
め
方

　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
５

つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
、
順
次
具
体
的

に
討
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

《
５
つ
の
テ
ー
マ
》

①
少
子
高
齢
化
対
策

②
生
活
基
盤
整
備

③
防
災
対
策
及
び
消
防
・
救
急
体
制

④
行
財
政
運
営

⑤
地
域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
、

　
文
化
行
政
、
そ
の
他
に
つ
い
て

○
早
急
に
始
め
る
取
り
組
み
と
し

　
て

①
幹
部
職
員
の
共
同
研
修

②
防
災
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
共
有

③
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
リ
ン
ク
を
図
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
少
子
高
齢
化
対
策
を

テ
ー
マ
に
１１
月
６
日
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　
本
村
と
し
て
も
、
こ
の
懇
話
会

に
積
極
的
に
参
画
し
、
各
市
町
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
解
消
に
向
け
て
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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佐那河内小・中学校校舎及び小学校屋内運動場耐力度調査結果佐那河内小・中学校校舎及び小学校屋内運動場耐力度調査結果
並びに小・中学校校舎等改築推進委員会状況報告並びに小・中学校校舎等改築推進委員会状況報告

佐那河内小・中学校校舎及び小学校屋内運動場耐力度調査結果佐那河内小・中学校校舎及び小学校屋内運動場耐力度調査結果
並びに小・中学校校舎等改築推進委員会状況報告並びに小・中学校校舎等改築推進委員会状況報告

佐那河内小・中学校校舎及び小学校屋内運動場耐力度調査結果
並びに小・中学校校舎等改築推進委員会状況報告

　平成16年度において、小・中学校の校舎及び体育館の耐力度調査を実施しました。

◎目　　　的：耐力度測定を行う建物が新築時、移築時または移転時において、どの程度耐力があったかを
　　　　　　　評価するもの。
◎調 査 対 象：昭和56年に建築基準法が改正された以前の建築物が調査対象
◎耐力度調査：耐震診断での第一次診断（垂直）と同等であり、目視による表面的なクラック、鉄骨のさび、
　　　　　　　垂直部材の構造計算を、文部科学省の示した算定表に入れ、耐力度点数（10,000点満点）か
　　　　　　　ら点数化し評価するもの。
　　　　　　　なお、次の点数以下になった建物を構造上危険な状態にある建物という。
                                                                               
        

◆検 査 項 目　①構造耐力　②保存度　③外力条件

＊　以上の調査により小学校校舎　3,774点　小学校屋内運動場　4,315点　中学校校舎　3,685点となり構
　造上危険な状態にある建物であり、改築する方が望ましいという結果がでました。
　学校は、教育の場だけでなく、災害時における村民の避難場所としても重要です。

　平成17年度より佐那河内小・中学校校舎等改築推進委員会（委員25人）を平成17年8月1日に立ち上げ、
改築に向けて検討しています。
　校舎等の学校施設の整備のほかに、社会教育施設の設置についても検討しています。
　特に将来のことを考え、同一敷地内に小・中学校の併設も視野に入れ検討しています。学校視察や会議で
論議を重ねていますが、結論は出ていません。
　今後は、学校教職員と教育委員会及び推進委員会が連携して、先進地の視察（併設校、連携校、単独校、
社会教育施設併設校）や情報収集を重ね、慎重に検討していきます。
　なお、平成18年度には学校給食センター、中学校特別教室の耐力度調査を実施します。

　
メリット
　・児童生徒数が将来減少していくので、一緒にすれば活気づく。
　・特別教室、プールなどの施設や設備備品、教材などが共用できて充実する。
　・給食センターを校舎内に設置できるので大変便利になる。
　・小中連携ができやすくなるので、学力向上につながる。
　・児童生徒一人一人の課題を連携により引き継ぎが容易になり、生徒指導の効果が上がる。　
　・児童生徒の交流拡大が進む。
　・ＰＴＡ活動の連携ができて地域の連携が強くなる。
　・防犯体制が取りやすくなる。
　・施設の光熱費などの管理費用が節約できる。
デメリット
　・併設では小中の節目がなくなる。
　・教職員に良いスタッフが揃うのか心配である。
　・共用施設が多いので、利用調整が大変である。
　・教職員の負担が大きくなる。
　・小中の授業時間が違うので、調整に苦労する。
　・体力差、身長差が大きく違うので、低学年児童が怖がるのではないか。
　・運動場の使用にも大変な気配りが必要である。

～教育委員会からのお知らせ～

木　造

鉄筋コンクリート造、鉄骨造、補強コンクリートブロック造

5,500点

5,000点

小・中学校併設のメリット・デメリットについての意見集約
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　療養病床に入院する70歳以上の方は、これまで食材費相当分のみを負担していましたが、10月から
は所得に応じて食費と居住費を負担することになります。

人工透析を要する70歳未満の上位所得者については、自己負担限度額が引き上げられました。

4. 療養病床に入院する場合の食費・居住費の負担が変わりました。（70歳以上の方）

5. 上位所得者の人工透析自己負担額が変わりました。（70歳未満）

◆平成18年10月から

72,300円
＋（医療費－361,500円）

×1％
4回目以降　40,200円

平成18年9月まで　1万円 平成18年10月から　2万円

◎70歳以上の方
◆平成18年9月まで

◆平成18年9月まで ◆平成18年10月から

現役並み
所 得 者

食材料費相当を負担
1ヵ月の負担のめやす

　食費　24,000円

1ヵ月の負担のめやす
　食費　42,000円　　居住費　10,000円

◎所得が低い方は負担が軽減されます。

※入院医療の必要性が高い患者については今までどおりの
　食材料費相当のみとなります。

30,000円

22,000円

10,000円

40,200円

外来（個人）

外来＋入院
（世帯）

12,000円

8,000円

8,000円

40,200円

24,600円

15,000円

80,100円
＋（医療費－267,000円）

×1％
4回目以降　44,400円

現役並み
所 得 者

44,400円

外来（個人）

外来＋入院
（世帯）

12,000円

8,000円

8,000円

44,400円

24,600円

15,000円
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　老人保健ではお医者さんにかかったときに自分で支払う費用は、外来・入院とも、かかった費用の1割
（現役並み所得者は3割）です。
　今回、国保の出産育児一時金の改正、及び国保、老人保健関連の所得に応じて異なる場合の自己負
担割合や限度額が次のように改められました。

　1ヵ月の医療費が高額になった場合、自己負担限度額を超えた部分が支給されますが、この自己負担
限度額が引き上げられました。

※現役並み所得者とは高齢者（70歳以上）が世帯に１人の場合、課税所得額が145万円以上で、総収
入が383万円以上の方。複数いる場合、高齢者のうち１人でも課税所得額が145万円以上で、高齢
者の収入の合計が520万円以上の世帯の方全員。（国保の高齢受給者の方は同一世帯の国保被保
険者の方のみの所得で判定されます）

1. 佐那河内村国民健康保険の方の出産育児一時金が変わりました。

2. 70歳以上の方のうち現役並みの所得者の自己負担割合が変わりました。

3. 高額療養費（高額医療費）の自己負担限度額が変わりました。

◎70歳未満の方
◆平成18年9月まで ◆平成18年10月から

上位所得者

一　　　般

住　民　税
非課税世帯

139,800円
＋（医療費－466,000円）×1％
4回目以降　77,700円

72,300円
＋（医療費－241,000円）×1％
4回目以降　40,200円

35,400円
4回目以降　24,600円

※国保の上位所得者とは基礎控除後の年間所得額が平成18年9月までは670万円、平成18年10月からは
　600万円を超える世帯の方

平成18年9月まで　30万円 平成18年10月から　35万円

平成18年9月まで　2割 平成18年10月から　3割

上位所得者

一　　　般

住　民　税
非課税世帯

150,000円
＋（医療費－500,000円）×1％
4回目以降　83,400円

80,100円
＋（医療費－267,000円）×1％
4回目以降　44,400円

35,400円
4回目以降　24,600円
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消
防
ポ
ン
プ
連
結
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
連
結
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
連
結
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
連
結
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
連
結
を
行
い
ま
し
た
。

● 

日
　
　
　
時
／
１０
月
２３
日（
月
）
　

　
　
　
　
　
　 

　
午
前
９
時
か
ら
１２
時
ま
で

● 

場
　
　
　
所
／
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階  

小
和
室

● 

担
当
相
談
員
／
西
尾
武
義
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

�
６
７
９
―

２
９
０
４

　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
）

● 

相
　
談
　
例
／
①
道
路
標
識
の
見
直
し
、
凹
凸
の
解
消
な
ど

　
　
　
　
　
　
　 

②
相
続
の
と
き
の
登
記
方
法
な
ど

　
　
　
　
　
　
　 

③
年
金
受
給
手
続
き
な
ど

　
　
　
　
　
　
　 

④
役
場
等
官
公
庁
の
対
応
な
ど

秋
の
行
政
相
談
週
間

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
9
月
3
日（
日
）に
防
災
週
間
中

の
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
消
防
ポ

ン
プ
連
結
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
7
時
よ
り
開
始
し
、

総
勢
１
０
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
、中
央
運
動
公
園
の
貯

水
槽
を
火
点
と
し
た
大
規
模
山
林

火
災
を
想
定
し
、
園
瀬
川
か
ら
村

道
馬
越
線
を
使
い
、
全
分
団
が
総

延
長
５
６
０
ｍ
を
連
結
し
放
水
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
日
頃
か
ら
各
分
団
と
も
連
結
訓
練
は
し
て

い
ま
す
が
、
今
ま
で
全
分
団
を
一
本
に
つ
な

い
だ
こ
と
が
な
く
、
と
ま
ど
っ
て
い
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
放
水
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訓
練
の
中
で
分

団
同
士
の
無
線
通
信
の
大
切
さ
や
、全
高
低

差
は
５０
ｍ
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
ポ
ン
プ
の

連
成
計
や
圧
力
計
を
適
正
水
圧
に

す
る
ア
ク
セ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
の
難

し
さ
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
感
じ
る
こ

と
が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
今
後
も
、
南
海
・
東
南
海
地
震

を
想
定
し
た
訓
練
や
、
台
風
な
ど

の
水
害
を
想
定
し
た
水
防
訓
練
な

ど
、
全
分
団
を
対
象
と
し
た
訓
練

を
積
極
的
に
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
１０
月
１６
日（
月
）か
ら
２２
日（
日
）ま
で
秋

の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
こ
れ
は
、行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の

皆
さ
ん
に
普
及
し
、利
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
、総
務
省
が
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
本
村
で
は
、徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
所
で
は
、
道
路
・
年
金
・
福
祉
介
護
や
役
所
の
仕
事
に
つ
い

て
、
「
苦
情
が
あ
る
」「
困
っ
て
い
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」「
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
の
か
解
ら
な
い
」「
対
応
が
遅
い
」
な
ど
相
談
を

受
付
け
ま
す
。
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〈
徳
島
地
方
気
象
台
よ
り
〉

地
震
の
起
こ
る
仕
組
み

次
の
南
海
地
震

過
去
の
南
海
地
震

● 日　　時／11月11日（土）13:30～
● 場　　所／徳島県建設センター
● 内　　容／①地区ごとの景観マップを作成します。
　　　　　　②景観法を活用した地域の景観づくりに
　　　　　　　ついて話し合います。
● 参 加 費／無　　料
● 参加方法／11月2日（木）までに県都市計画課へご連
　　　　　　絡ください。

景観ワークショップの
参加を募集しています

詳しくは、県都市計画課の酒井・喜来（�621-2566）までお問い合わせください。

1605年（慶長9年）
　慶長地震　　（M7.9）
1707年（宝永4年）
　宝永地震　　（Ｍ8.4）
1854年（安政1年）
　安政南海地震（M8.4）
1946年（昭和21年）
　昭和南海地震（M8.0）

　
日
本
に
は
こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
」
こ
の

言
葉
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
地
震
は
も

っ
と
も
怖
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
日
本
は
地
震
の
多
い
国
で
、
世

界
中
で
起
こ
る
地
震
の
１０
％
程
度
日
本

周
辺
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　　
日
本
付
近
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト（
岩

盤
）が
接
し
て
い
て
、図
の
よ
う
に
プ
レ

ー
ト
境
界
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
四
国

の
南
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
境
界
が
あ
り
、

プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
伴
っ
て
巨
大

地
震（
東
南
海
・
南
海
地
震
）が
く
り
返

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　
過
去
の
南
海
地
震
を
次
の
表
で
見

る
と
、
９０
年
か
ら
１
５
０
年
く
ら
い

の
間
隔
で
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
ま

す
。

　　　
徳
島
県
は
近
い
将
来
必
ず
南
海
地

震
に
襲
わ
れ
ま
す
。
徳
島
市
の
蛭
子

神
社
に
は
安
政
地
震
の
教
訓
と
し
て

「
百
度
石
」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
百
度
石
」
に
は
「
百
年
ほ
ど

年
代
が
過
ぎ
た
頃
ま
た
地
震
津
波
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
こ
の

百
度
石
を
建
て
る
の
で
あ
る
。
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
百
年
に
一
度
く
ら

い
起
こ
る
地
震
や
津
波
を
忘
れ
な
い

よ
う
警
告
し
て
い
ま
す
。

　　
国
の
海
溝
型
地
震
（
プ
レ
ー
ト
の

沈
み
込
み
に
伴
う
地
震
）
の
長
期
評

価
に
よ
る
と
、
今
後
３０
年
以
内
に
次

の
東
南
海
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は

６０
％
程
度
、
南
海
地
震
は
５０
％
程
度

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

地
震
が
発
生
す
る
と
広
い
地
域
で
激

し
い
揺
れ
と
、
太
平
洋
沿
岸
に
は
大

津
波
が
襲
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

激
し
い
揺
れ
や
、
揺
れ
は
小
さ
く
て

も
長
い
時
間
ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ

を
感
じ
た
と
き
は
、
津
波
の
お
そ
れ

が
あ
る
の

で
、
直
ち

に
高
台
な

ど
安
全
な

場
所
に
避

難
し
ま
し

ょ
う
。

　徳島県では、美しい地域づくりを推進する
ため、ワークショップを開催します。　
　あなたの周りの景観について一緒に考え
ませんか。多くの方の参加をお待ちしていま
す。
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第78号

平
地
明
老
会

根
郷
若
返
会

手入れ中の老人会員

公
　
友
　
会

　老人会では、村の貸農園を利用して環

境美化をかね、皆様に楽しんでもらいた

いと、今年初めてコスモスの種蒔きをし

ました。

　8月中頃から咲き、今見頃です。保育

所児童から老人、農作業・通勤で行き来

する人たちの心と目を癒しています。

　「社会奉仕の日」一斉奉仕活動が全国共通活動として実施されました。

　老人会では、単位老人クラブごとに奉仕の日を設定し、9月20日を中心に行われました。

　地区によっては、涼しいうちにと早朝から草を取ったり落ち葉を掃き清めたり庭木の剪定や

手入れなど、神社や公民館・集会所・公園などをきれいに清掃しました。

　イスに座り、膝をいたわりながらの草取り

や、楽しいおしゃべりで仕事が進みます。清

掃の後は、車座になり近況報告をしたり、ゲ

ートボールを楽しんでいました。
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　上記の預託金は、社会福祉のため
に役立てて下さいと寄せられたもので
す。善意によって膨らんだ預託金を元
金とした利子を活用し、地域福祉事業
等の推進のため、有意義に活用させて
いただきます。
　ありがとうございました。 

（敬称略）

岡　　　徳　一…………金一封
溝　渕　佳　子…………金一封

　ふれあい昼食会は、（一人で食事をするのは寂

しいので）みんなで一緒に食事を楽しむことを目

的に行っています。

　毎回の食事は季節の食材を使ったバランスの

良い献立です。

　高齢者の一人暮らしの方が一人でも多く参加

し、楽しいひとときを一緒に過ごしましょう。

ふれあい

佐那河内村

　村シルバー人材センターからSP事業（シニア・ワーク

プログラム）についてご案内します。

　平成18年度も、庭木の剪定、柑橘の剪定講習会を開

催します。

　農作業従事者が年々高齢化するなかにあって、青年

層の増加は見込まれない現状が続いています。

　人材センターでは、シルバー層・予備軍の方々に、自分

の庭木園地は少しでも自分で出来るよう講習会に参加

して技術を習得してほしいと、下記により開催します。また、技能講習会も続いて行います。

記

　　◎障 子 張 講 習　　11月 6 日（月）　　　　農振センター2F　和室

　　◎ふすま張講習　　12月16日（土）　　　　　　　　〃

　　◎柑橘の剪定講習　　19年2月17日（土）　　村　内　園　地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※時間はどの日も9：30～12：00まで

受講生の申し込みを受け付けています。定員は、どの講座も25人です。お早めに申し込みください。

 村シルバー人材センター　 �679-2304　　IPTEL 5007

 ◆  ◆
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国民
年金

　ご自分の年金記録について、ご確認いただき将来の年金にそなえていただけるよう、本年8月
21日から12月末まで、年金記録相談の特別強化体制を取ることにしました。
　この機会にご利用いただけますよう、ご案内します。

「ねんきん公開講座」のご案内
　徳島社会保険事務局では、講演やパネリストによるディスカッションで年金制度の意義や
役割を考える「ねんきん公開講座」を開催します。
　聴講ご希望の方は、事前申込は不要ですので、当日会場へご参集ください。

【日　　時】平成18年11月25日（土）13：30～16：00
【場　　所】徳島県立総合教育センター
　　　　　　板野郡板野町犬伏字東谷1-7（駐車場300台）
【お問い合わせ先】徳島社会保険事務局年金課　電話（088）634-1173

インターネットでどうぞ！！ 社会保険庁　http://www.sia.go.jp/

基礎年金番号がお分かりの方は、社会保険庁ホームページでお受けします。
◆IDパスワード方式による年金個人情報提供サービス
◆年金見込額試算（50歳以上の方）

お電話でどうぞ！ 0570-05-1165（イイロウゴ）

基礎年金番号がお分かりの方は、本人確認をさせていただいた上で、年金
加入記録をご自宅に郵送いたします。

社会保険事務所へどうぞ！

基礎年金番号がお分かりにならなくても、本人確認ができる書類（運転免
許証、保険証など）をお持ちの上、社会保険事務所へお越しください。

◎任期満了に伴う退任（平成18年9月30日付）
　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　博美（助　　役）

◎再任（任期　平成18年10月1日～平成19年9月30日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　森本　　價（教育委員長）

◎新任（任期　平成18年10月1日～平成19年3月31日　前任者の残任期間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　市原　善文（公民館長）

森  本　  價 さん 市原　善文 さん

　
納付には、納め忘れのない 
　口座振替　が便利です。

国民年金保険料は
納期を守って
納めましょう!
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熱心に収穫中！

村
長
と
記
念
撮
影
！

岩
佐
さ
ん
と
ご
一
緒
に

嵯
峨
さ
ん
ご
一
家
と
一
緒
に

　
先
月
号
、
村
の
話
題
で
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
、
す
だ
ち
と
り
を

し
て
い
た
男
性
は
、
さ
だ
ま
さ
し
�

さ
ん
で
す
。

　
今
回
の
来
村
の
き
っ
か
け
は
、
さ

だ
さ
ん
が
、
す
だ
ち
の
愛
好
家
だ
と

い
う
こ
と
に
加
え
、
数
年
来
の
友
人

で
あ
る
本
村
出
身
の
嵯
峨
昭
三
さ
ん

の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
す
。
さ
だ
さ

ん
と
嵯
峨
さ
ん
と
の
交
友
の
き
っ
か

け
は
、
共
通
の
友
人
で
あ
る
徳
島
市

在
住
の
平
井
勇
さ
ん
を
介
し
て
の
こ

と
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ゴ
ル
フ
や
食

事
に
も
よ
く
ご
一
緒
さ
れ
る
ほ

ど
の
仲
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
度
、
映
画
「
眉
山
」
の

制
作
に
関
連
し
て
来
県
さ
れ
て

い
た
さ
だ
さ
ん
の
「
ぜ
ひ
す
だ

ち
の
収
穫
を
し
て
み
た
い
」
と

の
思
い
を
受
け
、
そ
れ
な
ら
ふ

る
さ
と
佐
那
河
内
の
宣
伝
に
な

れ
ば
と
の
嵯
峨
さ
ん
の
ご
配
慮

の
も
と
、
農
業
振
興
協
議
会
会

長
岩
佐
博
男
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
来
村
が
実
現
し
ま

し
た
。

　
今
回
、さ
だ
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

直
接
取
材
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

質
問
「
初
め
て
の
す
だ
ち
と
り
の
ご
感

　
　
　
想
は
？
」

答
え
「
楽
し
い
！
で
も
、
取
り
か
ご
を

　
　
　
い
っ
ぱ
い
に
す
る
の
は
大
変
で

　
　
　
す
。
そ
れ
に
こ
れ
を
一
人
で
や

　
　
　
れ
と
い
わ
れ
る
と
、
と
て
も
寂

　
　
　
し
い
で
し
ょ
う
ね
・
・
・
」

質
問
「
と
て
も
熱
心
に
収
穫
さ
れ
て
い

　
　
　
ま
し
た
ね
。
」

答
え
「
す
だ
ち
は
、
何
に
で
も
合
う

　
　
　
か
ら
県
外
で
の
仕
事
先
に
も

　
　
　
持
参
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

　
　
　
度
自
分
で
収
穫
し
て
み
た
か

　
　
　
っ
た
の
で
。」

質
問
「
小
説
「
眉
山
」
に
つ
い
て
お

　
　
　
伺
い
し
ま
す
。
方
言
を
活
字

　
　
　
に
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
ぎ

　
　
　
こ
ち
な
い
表
現
に
な
り
が
ち

　
　
　
な
の
で
す
が
、
小
説
内
で
は

　
　
　
�阿
波
弁
�
が
と
て
も
上
手
に

　
　
　
使
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
」

答
え
「
平
井
さ
ん
と
そ
の
娘
さ
ん
に

　
　
　
ご
協
力
い
た
だ
き
、
方
言
に

　
　
　
手
直
し
を
し
て
も
ら
い
ま
し

　
　
　
た
。」

質
問
「
小
説
「
眉
山
」
に
は
�ビ
ー
ル
に

　
　
　
す
だ
ち
を
入
れ
て
飲
む
�と
い

　
　
　
う
場
面
が
あ
り
ま
す
が
。
」

答
え
「
あ
れ
は
、
す
だ
ち
の
風
味
を
楽

　
　
　
し
む
と
い
う
よ
り
、
古
い
ビ
ー

　
　
　
ル
の
に
お
い
消
し
。
製
造
日
か

　
　
　
ら
２
、
３
ヶ
月
過
ぎ
て
い
る
ビ

　
　
　
ー
ル
の
に
お
い
が
苦
手
な
の
で

　
　
　
す
が
、
す
だ
ち
を
１
、
２
滴
入

　
　
　
れ
る
だ
け
で
お
い
し
く
飲
め
ま

　
　
　
す
。」

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
村
の
果
樹

オ
ー
ナ
ー
に
も
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
ほ
ど
の
す
だ
ち
愛
好
家
の
さ
だ
さ

ん
。
ま
た
の
ご
来
村
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。



あなたの情報 まってます（広報係）

生き甲斐を持って、元気ハツラツで、頑張ってます！

9/26
（火）

ゆずり合い　笑顔で走ろう　阿波の道
　　　　　　　　　　　　（徳島県交通安全メインタイトル）

　大宮神社前で秋の全国交通
安全運動の一環として街頭キ
ャンペーンを行いました。
　今回は、小・中学生と一緒
に、交通安全を呼びかけまし
た。

9/25
（月）

さわやなか秋の季節、
嵯峨川の川辺での“歌会”

　村営住宅前のふれあい農場には、老人会の皆さんが育てたコスモスが一面に咲き誇っています。
　これは、今年6月から高齢者の生き甲斐づくり事業の一環として行われているものです。
　「草刈り、種まき、その後の手入れまで、一生懸命育てたコスモスです。今後は、ここをコ
スモスの名所にしたい」と話す、老人会会長松本和子さん。
　ぜひ秋桜（コスモス）を見に来てください。

　宝蔵寺にて、中浦出身の日下守さんが代表を務
める、徳島短歌主催の“秋の歌会”が開催されま
した。日下さんは、佐那河内中学校で教壇に5年
間立たれており、教職を退かれた後、読売新聞の
「阿波文芸」や毎日新聞の「毎日歌壇」の選者にも
なっておられ、幅広くご活躍されています。
　この日、17人の会員の参加があり、遠くは阿南
からの参加がありました。また、村内からも3人
の参加者がいらっしゃいました。

6／7まずは草刈りから 6／28に種まきをしました 見事に咲き誇っています

sanagochi
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亡
父
を
偲
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　

下　

早　

苗

若
き
日
々
赤
道
直
下
で
過
せ
し
と

　
　

口
ぐ
せ
の
亡
父
「
海
の
日
」
偲
ぶ

コ
ロ
ン
ビ
ア
丸
に
て
パ
ナ
マ
・
ス
エ
ズ
運
河

　
　

亡
父
は
海
の
語
り
部
な
り
き

　

仲
好
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

利　

子

潮
騒
を
枕
に
一
夜
の
至
福
と
ぞ

　
　

古
希
を
ひ
か
え
て
語
ら
い
続
く

眼
下
な
る
渦
の
華
麗
さ
勇
壮
を

　
　

同
窓
と
見
あ
か
ず
ガ
ラ
ス
透
し
て

　

聖
地
へ
の
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

川　

ナ
ツ
ノ

生
涯
の
望
み
な
り
し
よ
聖
地
へ
と

　
　

金
色
の
長
野
平
野
ひ
た
駆
く

土
産
な
る
学
祖
の
伝
記
読
み
更ふ

か
す

　
　

孝
は
百
行
の
本
な
り
と
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美　

国

故ふ
る

郷さ
と

の
夜よ

空ぞ
ら

色
ど
る
上あ
げ

花は
な

火び　

年
に
一
度
の
ひ
と
時と
き

を

　

老お
い

も
若わ
か

き
も
集つ
ど

い
来
て　

ゆ
か
た
姿
す
が
た
も
愛あ
い

ら
し
く

　
　
　

十
年
ぶ
り
の
客
き
ゃ
く
も
た
の
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　

本　
　
　

尚

余
り
に
も
予
想
と
違
う
人
生
に

　
　

力
足た

ら
ざ
る
時と

代き

さ
ぐ
り
つ
つ

9 24/
 （日）
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〜
設
立
ま
で
の
歩
み
〜

参
加
さ
れ
て
い
た

お
母
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

最
後
に
…

　
４
年
前
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
に

よ
っ
て
活
動
が
始
ま
っ
た
�
ハ
ー
モ

ニ
ー
�。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
、
立
ち
上
げ
た
子
育
て

ス
ペ
ー
ス
�の
び
の
び
�。
「
子
ど
も

に
の
び
の
び
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う

な
ら
、
母
親
だ
っ
て
の
び
の
び
と
生

き
て
い
か
な
く
ち
ゃ
�
」
と
の
思
い
か

ら
始
ま
っ
た
活
動
で
す
。

　
の
び
の
び
の
き
っ
か
け
で
あ
る
、
ハ

ー
モ
ニ
ー
�
の
活
動
は
、
立
ち
上
げ
当

初
、
年
に
数
回
程
度
の

開
催
で
し
た
。し
か
し
、

参
加
者
か
ら
定
期
的
に

開
催
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
を
受
け
、
１
年
前

か
ら
は
毎
月
第
２
水
曜

日
開
催
の
定
期
的
な
集

ま
り
の
場
と
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
今
年
８
月
、

小
谷
民
生
委
員
さ
ん
の

後
押
し
も
あ
り
、
お
母

さ
ん
た
ち
の
自
主
的
な

活
動
と
し
て
、
毎
月
第

１
、
３
、
４
水
曜
日
に

の
び
の
び
の
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
の
び
の
び
の
活
動
に
つ
い
て
代

表
の
多
田
奈
津
佳
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

（
以
下
多
田
さ
ん
談
）

　
子
育
て
中
の
母
親
は
、
比
較
的

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
。
そ
ん
な

お
母
さ
ん
方
の
家
庭
以
外
の
居
場

所
と
な
り
、
友
達
づ
く
り
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
心
に
ほ
ん
の
少
し
風
を
送
る
こ

と
で
、の
び
の
び
と
子
育
て
し
な
が
ら
、

私
た
ち
親
自
身
も
成
長
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
お
茶
を
入
れ
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
結
婚
を
機
に
村
内
に
住
む
よ
う
に

な
り
、友
達
も
少
な
い
中
で
の
子
育
て

は
、不
安
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
き
っ
か
け
に
た
く
さ
ん
の

友
達
が
で
き
ま
し
た
。
の
び
の
び
で
も

た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
期
待
し
て
い

ま
す
。」

「
子
育
て
は
楽
し
い
反
面
不
安
も
多

い
で
す
が
、
こ
の
場
に
集
ま
る
お
母

さ
ん
方
と
話
す
こ
と
で
、
気
持
ち
が

楽
に
な
り
ま
す
。」

　

  

子
育
て
を
す
る
中
で
、
私
達
に
は

悩
み
・
苦
し
み
・
不
安
が
必
ず
訪
れ

ま
す
。

　
そ
れ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
す

つながりが広がりますように。

活動の風景1
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　職場における男女差別やセクシャルハラスメント、夫やパートナーからの暴力など女性の人権
問題に関する専用相談電話です。ひとりで悩まず、気軽に相談してください。女性の人権擁護委員
会及び徳島地方法務局職員中心となって相談に応じています。なお、秘密は固く守られます。
　11月13日（月）から19日（日）までの7日間は「女性のホットライン」の全国一斉強化週間で
す。平日は午前8時30分から午後7時30分まで、土曜日・日曜日は午前10時から午後5時まで
電話相談を受け付けます。

　電話番号は「0570（070）810」です。

　なお、通常は平日午前8時30分から午後5時15分まで相談を受けており、土曜日・日曜日・
祝日は留守番電話となっています。

ゼロナナゼロ    の  ハートライン

べ
て
が
初
め
て
の
『
子
育
て
』
だ

か
ら
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
、
喜
び
・
楽
し
さ

・
幸
福
感
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
悩
み
・
苦
し
み
・
不
安

そ
し
て
喜
び
・
楽
し
さ
・
幸
福
感

を
み
ん
な
で
分
け
合
え
た
ら
ど
ん

な
に
素
敵
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、『
初
め
て
』
は
、
親
に
限

っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
の
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
に

と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
す
。
彼
ら

に
と
っ
て
は
、
周
囲
に
存
在
す
る

す
べ
て
の
も
の
が
未
知
の
出
来
事
で

あ
り
、
私
た
ち
以
上
に
不
安
で
い
っ

ぱ
い
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
だ
っ
こ
を
せ
が
む
子
ど
も
に
、
困

っ
た
経
験
の
あ
る
保
護
者
の
方
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、

不
安
な
と
き
、
誰
か
に
抱
き
し
め
ら

れ
る
だ
け
で
と
て
も
安
心
で
き
た
記

憶
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
『
子
育
ち
＝
親
育
ち
』
初
め
て
同

士
の
『
子
育
て
』
な
ら
、
一
緒
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

のびのびの活動を支える彦上さん（右）と多田さん（左）
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　写真をご覧ください。一見阿波踊りを踊っているように見えますが、
これは、阿波踊りとエアロビクスを融合させた、新しいエクササイズ、
“阿波踊りビクス”です。運動会で踊るダンスの練習のために集まって
くださった保育所保護者の皆さんに、準備運動を兼ねて体操しました。
　生活習慣病予防効果も期待できる“阿波踊りビクス”を、今後も機
会あるごとに広めていきたいと思っています。

　　　　　　　　　阿波踊り体操指導者　滝倉　理恵
　　　　　　　　　　　　　　　（徳島大学開放実践センター講座受講者）

　佐那河内すだち連は徳島での阿波踊りを終え、
8月26～27日、東京高円寺へ阿波踊り遠征を行
いました。踊りの舞台は、JR中央線高円寺駅付
近です。
　佐那河内名産の「すだち」の消費拡大と本場
の阿波踊りを披露するとの意気込みで、連員（ち
びっ子17人、大人男踊り9人、女踊り7人、鳴り
物12人、付き添い5人）50人が、大型バスに乗
り片道10時間かけて東京入りしました。

　高円寺阿波踊りは、東京周辺から88連が参加し、今年で50周年とのことでした。演舞
場は11カ所、約1.5㎞のコースを8の字を描くように各連が縦列に並び、ほとんど休みな
しで夕方6時から夜9時まで踊ります。観客動員数は、2日間で約100万人とのことで、徳
島市ほど桟敷席は多くなく、その分観客を身近に感じられ、観客と「やっとさー」と声
を掛け合いながら踊りました。
　マスコットのすだちくんの着ぐるみを先頭に、4個入りのすだちを500袋用意し、観客に
配りながらの踊り披露でした。
国会議員の岡本芳郎さんも飛び
入り参加してくれ、一緒にすだ
ちを配っていただきました。
　さすがに、距離と時間が長い
のでくたくたになって踊りまし
たが、その反面とても楽しい遠
征でした。
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　『人権及び同和問題に関する意識調査』については、これまでに5月号では【一般的意識】についての4項目、8

・9月号では【人権問題に対する意識】についての8項目をご報告しました。

　今月号では、【同和問題に対する意識】全14項目の質問中、7項目の集計結果のご報告と考察を行いたいと思い

ます。

佐那河内村『人権及び同和問題に関する意識調査』から考察

◎同和問題に対する意識◎
� 同和問題の認知状況
　�～�については、前回の調査（平成11年3月）と同じ質問をしました。
　同和問題を「知っている」と答えた人が98.6％と、前回の調査に比べて7.5％増えています。「知らない」と答えた
人はわずかに1人で、ほぼ全員が認知しているということになります。

� 同和問題を知った時期
　同和問題については、74.5％の人が中学校を卒業する義務教育終了時までに知っています。また、学校で同和教育
を受けた20～49歳では、全員が高校卒業までに知っています。

� 同和問題を知ったきっかけ
　前回の調査では、「家族から聞いた」人が31.5％と最も多かったのに対し、今回の調査では、「学校の授業で教わった」
人が39.3％と最も多くなっています。年齢別にみると、20～49歳では「学校の授業で教わった」と答えた人が過半数
を大きく超えているのに対し、50歳以上では「学校から聞いた」と答えた人がほぼ過半数となっています。
　ここでは、特に50歳以上の人が、家族からどのような内容の話を聞いたのかが問題となってきます。

� 身元調査に対する認識
　結婚をめぐる2つの異なった考え方を示し、どちらを支持するのかを質問しました。

　Ａ（身元調査当然）への考え方の支持と、Ｂ（身元調査不要）への考え方の支持は、数字上ではほぼ同じ割合となって
います。しかし、年齢別にみると、20～29歳では「Ｂに近い」と答えた人が48.0％とほぼ過半数であるのに対し、「Ａ
に近い」と答えた人が60～69歳では23.7％、70歳以上では44.0％と高くなっています。
　これは、年齢層が高くなるにつれ、子どもの結婚に対し身元調査を必要と考えている傾向があることがうかがわれ
ます。今後の人権啓発計画を立案する上で、たいへん重要な資料となります。

� 結婚相手としては
　

　「気になる」と答えた人が58.5％、「気にならない」と答えた人が36.1％と、過半数を超える人が「気になる」と答え
ています。男女別にみると、「気になる」と答えた男性が52.4％、女性が64.2％と、女性の割合が高くなっています。
年齢別にみると、年齢層が高くなるにつれてその割合が高くなっています。
　これは、身元調査に対する認識と連動する形での回答傾向がうかがわれます。

� 結婚相手として「気になる」理由は
　�で「気になる」と答えた人（58.5％）のみに、その理由を質問しました。
　過半数を大きく超える65.6％の人が、「自分はいいが、まわり（親や親戚、兄弟姉妹、近所の人など）がいろいろ
といってくるから」をその理由として挙げています。

� 結婚相手として「気にならない」理由は
　�で「気にならない」と答えた人（36.1％）のみに、その理由を質問しました。
　過半数を大きく超える66.1％の人が、「一番大事なことは、結婚しようとする二人の気持ちの問題だから」と答え
ています。

　�　�　�で考えられるのは、同和問題に関して偏見や予断からくる差別心が、いまだに強く残っているという事
実です。法切れにより「同和問題は全て解決済み」といった意見も聞かれる昨今、決して解決はしていないという事
実があることを周知徹底するとともに、より同和問題に対する教育・啓発を推進していく必要があります。

Ａ：子どもの結婚は、本人同士だけの問題ではないので、親や身内として結婚相手の身元を調べるのは当然だ。
Ｂ：子どもの結婚は、本人同士の問題なので、親や身内として結婚相手の身元を調べる必要はない。

あなた自身やあなたの子ども、あるいはあなたの身内が結婚しようとするとき、相手が同和地区出身の人かど
うかが、あなたは気になりますか。

佐那河内村の人権教育　VOL．118

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会
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国際交流学習

佐那河内小学校

8
月
4
日（
金
）　〜
旅
立
ち
〜

8
月
4
日（
金
）　〜
旅
立
ち
〜

8
月
5
日（
土
）　〜
交
　流
〜

8
月
5
日（
土
）　〜
交
　流
〜

　
日
本
が
歩
ん
だ
戦
後
６０
年
、

確
か
に
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ

た
。
衣
食
住
い
ず
れ
も
足
り
る

生
活
を
得
た
。し
か
し
、日
本
が

誇
っ
て
き
た
日
本
の
文
化
、日
本

人
の
心
を
た
く
さ
ん
失
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
消
費
は
美
徳
。
何

で
も
使
い
捨
て
。
６０
年
の
歩
み
で

得
た
も
の
失
っ
た
も
の
を
、今
の

韓
国
の
姿
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
将
来
の
佐
那
河
内
を
支

え
る
人
材
育
成
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
た
よ
う
に
思
う
韓
国
の
旅
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
、そ
れ
ぞ
れ

観
光
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

少
し
だ
け
勉
強
し
て
い
っ

た
韓
国
語
と
身
振
り
手
振

り
で
表
現
。
心
温
ま
る
歓

迎
に
不
安
も
吹
っ
飛
び
笑

顔
。
笑
顔
。
笑
顔
。

　
言
葉
の
壁
な
ん
か
軽
々

乗
り
越
え
る
力
を
子
ど
も

は
身
に
つ
け
て
い
る
。
貴

重
な
経
験
を
し
た
満
足
顔

の
子
ど
も
た
ち
。

　
5
回
目
訪
問
は
猛
暑
の
真
夏
。
早
朝
松

尾
村
長
ほ
か
多
く
の
方
に
見
送
ら
れ
２５
人

は
元
気
に
出
発
。
夢
を
乗
せ
て
1
時
間

半
。
飛
行
機
は
午
後
2
時
半
、仁
川
国
際

空
港
に
到
着
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
手
を
振
り
笑
顔
で
迎
え
て
く

れ
た
ヤ
ン
先
生
。
ポ
ン
ド
ン
校
の
教
務
主

任
。
手
配
の
バ
ス
で
一
路
ソ
ウ
ル
市
街
へ
。
仁
川
か
ら
高
速
道

路
で
1
時
間
。
滞
在
中
お
世
話
に
な
る
ガ
イ
ド
さ
ん
は
キ
ョ
ン

ジ
ャ
さ
ん
。
車
窓
に
広
が
る
ソ
ウ
ル
の
景
色
が
、
流
暢
な
日
本

語
ガ
イ
ド
で
展
開
す
る
。

　
ポ
ン
ド
ン
校
に
到
着
。
旧
市
街
地
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
名

門
校
の
た
た
ず
ま
い
。ホ
ー
ル
に
通

さ
れ
て
歓
迎
式
典
。
李
昌
鎬（
イ
・
チ

ャ
ン
ホ
）校
長
先
生
は
、韓
国
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
連
盟
の
会
長
さ
ん
。歓
迎

の
挨
拶
は
優
し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
に
満

ち
て
、会
場
は
親
善
ム
ー
ド
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
世
話
に
な
る

方
々
を
紹
介
さ
れ
た
。
ど
の
家
族
も

好
意
的
で
、
こ
れ
な
ら
2
泊
3
日
の

生
活
体
験
も
大
丈
夫
と
安
心
。

　
学
校
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食

を
済
ま
せ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
在

先
へ
分
か
れ
て
い
く
。い
よ
い
よ
韓

国
で
の
大
冒
険
の
幕
が
開
い
た
。

いってきま～す

アンニョン
ハセヨ

いただきま～す

出発式

ポンドン初等学校で歓迎式
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8
月
6
日（
日
）　〜
ソ
ウ
ル
探
〜

8
月
6
日（
日
）　〜
ソ
ウ
ル
探
〜

8
月
7
日（
月
）　〜
帰
国
の
途
〜

8
月
7
日（
月
）　〜
帰
国
の
途
〜

　第5回訪韓に際して、温かいご支援ご理解で村当局、PTA各位、地域の方々から援助を賜

ったことに、心より感謝しお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　
2
泊
3
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終

え
ポ
ン
ド
ン
校
に
勢
揃
い
。
今
冬
で

も
来
夏
で
も
佐
那
河
内
へ
来
て
く
れ

た
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
大
歓
迎
と
告

げ
、
別
れ
を
惜
し
み
手
を
振
っ
た
。

　
バ
ス
は
ソ
ウ
ル
市
街
地
へ
。
大
統

領
官
邸
、南
大
門
、景
福
宮
、ソ
ウ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
場
な
ど
、数
多
く

の
見
学
地
を
巡
り
、仁
寺
洞
の
ホ
テ

ル
へ
。
荷
物
を
降
ろ
し
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
。
ソ
ウ
ル
探
索
は
ま
だ
続
く
。
ホ

テ
ル
か
ら
徒
歩
で
伝
統
文
化
の
町
仁

寺
洞
街
へ
。

　
韓
国
民
族
文
化
の
パ
レ
ー
ド
に
遭

遇
。
テ
レ
ビ
で
見
る
チ
ャ
ン
グ
ム
の
時

代
へ
。
楽
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
終
え

バ
ス
は
夕
食
会
場
へ
移
動
。
夕
食
は
焼

き
肉
。
骨
付
き
カ
ル
ビ
二
人
前
。
キ
ム

チ
で
始
ま
り
キ
ム
チ
で
仕
上
げ
の
韓
国

料
理
。チ
ヂ
ミ
、石
焼
き
ビ
ビ
ン
バ
、冷

麺
、何
を
食
べ
て
も
唐
辛
子
。と
こ
ろ
が

不
思
議
な
こ
と
に
ど
れ
も
美
味
し
い
。

　
楽
し
か
っ
た
ソ
ウ
ル
の
旅

も
今
日
で
お
し
ま
い
。
キ
ム

チ
・
海
苔
の
お
土
産
は
最
終

日
に
。
楽
し
み
に
し
て
い
た

お
土
産
物
を
買
う
食
料
品
店

へ
。
キ
ム
チ
だ
け
で
も
、
白

菜
・
大
根
・
イ
カ
・
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
多
種
多
様
。
両
手
に
持
ち

切
れ
な
い
ほ
ど
の
お
土
産
。

心
の
中
に
あ
ふ
れ
る
ば
か
り

の
体
験
。
子
ど
も
で
あ
っ
て

も
、パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
一

人
で
通
関
面
接
を
受
け
る
。

　
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
の
連

続
で
あ
っ
た
が
、3
泊
4
日
の

韓
国
の
旅
は
幕
を
閉
じ
た
。

夕
方
5
時
、
全
員
元
気
に
関

空
着
。
そ
し
て
夜
8
時
半
。

出
迎
え
の
親
の
元
へ
帰
っ
て

い
っ
た
。

小学校にて帰校式

焼き肉カルビ

冷めん

ビビンバ

お土産いっぱい買いました

さぁ帰ろう

アンニョンヒ
カセヨ
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マークの見方　　　…時間　　　…場所　　　…対象　　　…持ち物　　　…問い合わせ先時 所 対 持 問

時
所
9：00～12：00
農振センター 2F（小和室）

時
所
10：30～11：00（受付）
農振センター 1F（会議室）

時
所
13：15～13：30（受付）
農振センター 2F（大和室）

佐中参観日
人権教育講演会（笑福亭学光さん）

健康相談

とくしま教育週間の事業として
どなたでもご参加いただけます　

とくしま教育週間の事業として
どなたでもご参加いただけます　

家庭用廃ビニール・古紙など
収集

家庭用廃ビニール・古紙など
収集

わんぱく教室　

秋の全国火災予防運動
　　　　　　　　（～15日）

日

火

水

木

金

月

火

水

問心配ごと相談・人権擁護相談

離乳食講習会

2歳児歯科相談

太極拳講座

健康手帳持

時
所
8：40～12：00　
中学校

時
所
10：00～11：30　
保育所

時
所
19：00～21：00　
佐小体育館

死亡おくやみ申し上げます（敬称略）

出産おめでとうございます（敬称略）

 

18．9． 7　　 　 　岡　　　貞　子　　　寺　谷　　　85歳

18．9．16　　  　 日　下　章　雄　 　　中　浦　　　62歳

18．9．18　　  　 佐々木　正　一　 　　寺　谷　　　79歳

18．9．19　　  　 富　永　米　一　 　　水　上　　　75歳

18．9．28　　  　 大　窪　サヨコ　 　　丸　田　　　78歳

 

死亡年月日 氏名　　　　　　　 住所　　　　年齢

18．9．16　　石本　旭・優子　長男　蒼空（そら）　　下野
　　　　　　　　　　　　　　　 

生年月日 　 　父及び母　　　　続柄　子の名前　　　　住所

（10月2日現在）

時

所
・
桜集会所　　　10：00～11：00
宮前公民館　　11：15～11：40
嵯峨生改センター13：30～14：30
嵯峨老人憩の家14：40～15：20

母子手帳
0歳児

持
対

母子手帳、問診票
個別通知者　ほか

持
対

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

11月1日は「とくしま教育の日」
～それぞれの立場で教育について考えましょう～

「教育」と聞
いて

何を思い

浮かべますか
。

　「教育」といっても様々な分野があ
り、学校教育、生涯学習、あるいは文
化活動やスポーツ活動などいろいろ
考えられ、学校、家庭、地域社会がそ
れぞれ重要な役割を持っています。

　毎年11月1日を「とくしま教育の日」とし、11月1日から7日まで
の1週間を「とくしま教育週間」としており、学校、家庭、地域社
会が一層の連携を深めて、本県教育の活性化を図ることを目的
に、様々な行事が計画されております。地域の皆さんぜひご参加
ください。

　今年9月9日より、化学物質（家庭用品、医薬品、農薬などを含む）及
び動植物によって起こる急性の中毒についての緊急情報の提供を無
料化しました。お問い合わせ電話番号は次のとおりです。
　なお、中毒110番では、食中毒（細菌性）、慢性の中毒、小石、ビー玉
などの異物誤飲については受付しませんので、最寄りの医療機関へご
相談ください。

中毒110番の無料化について

◎大阪中毒110番　072-727-2499　365日　24時間対応
◎つくば中毒110番　0296-852-999　365日　9～21時対応
◎たばこ専用電話　 072-726-9922　365日　24時間対応（テープによる情報提供）

結婚おめでとうございます（敬称略）

 
18．9．18　和久　直人　　中辺　　谷　　弥生　　北島町　

婚姻年月日　夫　　　　       住所　　 妻　　         　 住所

pc117
長方形

pc117
テキストボックス
個人情報に関する内容のため削除しました。
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◎10月は固定資産税・国民健康保険税の
　納期です！　お忘れなく！

家庭用廃ビニール・古紙など
収集

家庭用廃ビニール・古紙など
収集

佐那河内村国文祭
プレイベント

わんぱく教室　

わんぱく教室（子ども劇場の日）　

わんぱく教室　　　

公民館嵯峨分館  芸能祭

第40回 村民体育祭

時

所
・ 寺谷生改センター10：00～11：00
保健センター　　11：15～11：40

日 曜 行　事　名 と　き・ところ 備　　考

火　

水

木

金

土

日

月

火

水

木

日

月

水

木

糖尿病に関心のある方健康料理教室
（糖尿病について）

乳児健診

健康相談

星空観測会

星空観測会

心配ごと相談・行政相談、
特別相談

時
所
13：15～13：30（受付）　
農振センター2F（大和室）

時
所
9：00～12：00
農振センター2F（小和室） 

時
所
13：45～14：30　
小学校

時
所
9：00～15：30　
中央運動公園

時
所
14：00～18：00　
大川原高原ヒルトップハウス

時
所
19：00～21：00　
大川原高原ヒルトップハウス

時
所
9：30～13：00
農振センター1F 

時
所
10：00～15：00
佐小体育館、農振センター周辺

運動しやすい服装　
時
所
13：30～15：30
井開集会所

運動しやすい服装　
時
所
13：30～15：30
中辺集会所

とくしま教育週間の事業として
どなたでもご参加いただけます　

とくしま教育週間の事業として
どなたでもご参加いただけます　

いきいき健康体操

いきいき健康体操

佐小授業参観

米1合、材料代200円

母子手帳、問診票
個別通知者　ほか

持

健康手帳

昼間の観測会～水星・木星～
参加費 大人520円、高校生以下310円

オリオン座流星群と
秋の星座・アンドロメダ星雲など

持

持

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

家庭用廃ビニール・古紙など
収集

三世代交流
グラウンドゴルフ大会

時
所
13：45～17：00　
中央運動公園

時
所
10：00～11：30　
保育所

時
所
10：00～11：30　
保育所

時
所
10：00～11：30　
保育所

時
所
19：00～22：00　　
老人憩の家

対

問
対

対

未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

問
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ま
す
。
こ
れ
は
虫
た
ち
に
蜜
の
あ
り
か

（
2
個
の
緑
色
の
蜜
腺
）
を
示
す
大
切

な
ガ
イ
ド
マ
ー
ク
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
花
は
蜜
腺
が
花
の
中
心

部
に
あ
り
ま
す
が
、ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
は
5

枚
の
花
び
ら
に
分
散
し
て
い
ま
す
。な
ぜ

そ
ん
な
場
所
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
問
い
の
答
え
は
、
ア
リ
や
ハ

ナ
ア
ブ
た
ち
が
や
っ
て
き
て
ど
ん
な
動

き
を
す
る
か
を
見
れ
ば
分
か
る
は
ず
で

す
。大
川
原
で
こ
の
花
に
出
会
え
た
ら
、

そ
の
辺
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
（
東
）

　　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
No．125

　
「
春
は
あ
け
ぼ
の　

や
う
や
う
し
ろ

く
な
り
行
く
山
ぎ
は　

す
こ
し
あ
か
り

て　

む
ら
さ
き
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く

た
な
び
き
た
る
」
こ
れ
は
か
の
有
名
な

『
枕
草
子
』
冒
頭
の
一
節
で
す
。
作
者

清
少
納
言
は
、
も
の
の
価
値
判
断
に
論

理
よ
り
感
性
を
優
先
さ
せ
る
タ
イ
プ
の

よ
う
で
す
。

　

彼
女
流
に
言
え
ば
、
私
は
秋
の
草
花

「
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
」
が
好
き
で
す
。　

　

リ
ン
ド
ウ
科
の
2
年
草
で
、
別
名
吉

野
静
、
蛍
草
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
ぱ
っ

ち
り
と
開
い
た
花
び
ら
・
ぴ
ん
と
張
っ

た
草
の
姿
。
ど
れ
も
秋
晴
れ
の
空
の
よ

う
に
す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
和
名

は
、
花
び
ら
の
先
に
あ
る
紫
色
の
斑
点

を
曙
の
星
に
見
立
て
た
と
言
わ
れ
て
い

お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター（電679 － 2238）

●10月29日（日）　10時～15時
　 「晩秋の植物観察会」

● 11月10日（金）　10時～15時
　  「『小さい秋』を探して
　　　　　低山トレッキング」

● 11月12日（日）　10時～15時
　  「クリーンハイクをしよう」

愛称の募集期間を延長します。

　応募数がとても少なかったの

で、今年末まで募集期間を延長

することにしました。応募用紙

は、教育委員会内事務局及び、

役場窓口に設置してあります。

村民の皆さんのご応募を心より

お待ちしています。

　村民による村民のためのスポーツクラブの愛称です。いつ

もみんなで呼び合う親しみやすい呼び名を考えてください。

　秋風の心地よいこの

季節。一緒に体力づくり

に取り組みませんか。皆さ

んのご参加をお待ちして

います。

2歳になったばかりのひまたん！　元気に優

しい女の子に育ってね�　

　　　　　　　　　　　　　（パパ・ママより）

平成16年9月19日生  　瞳
ひま

莉
り

ちゃん（2歳）

パパ白木聖さん・ママ和佳奈さん（府能）

アケボノソウ

  　
　
　
　
　

―
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
―

10
月
の
花




